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金属プレス製品製造業 

 

平成 16年以降生産は増加しており、輸出が好調な自

動車や建設機械、デジタル家電の生産が拡大している

弱電向けを中心に受注は増加傾向で推移している。た

だ、アジアを中心に世界的な需要拡大から、ステンレ

スをはじめ材料価格の上昇が続いており、収益を圧迫

している。 

ユーザーのグローバルな生産、調達の進展により、

国内のプレス業者に対しては、一層の高難度、高付加

価値の対応が求められており、高度の二次加工や海外

での生産能力確保に向けた取組が課題となっている。 

金属プレスの特性と業界の概要  

金属プレス加工は、金型を取り付けたプレス機械を

用いて金属材料に曲げ、打ち抜き、絞りなどの加工を

加え、特定の形状を作り出す塑性加工方法である。 

プレス加工は、短時間に同一形状の加工を大量に行

なうことができることから、自動車や家電製品などの

大 量 生 産 品 の 普 及 と と も に 発 展 し て き た 。 そ の 用 途

は、自動車や電気・通信機器をはじめ、各種機械器具

や事務用品、家具、建築金物など多様な分野にわたる

が 、 自 動 車 向 け が 全 体 の 7割 強 を 占 め 最 大 の ユ ー ザ ー

業界となっている。 

プレス加工にとって金型が重要な要素となり、中小

業者では取引先から支給されることが多い。ただ、中

規 模 以 上 の 業 者 で は 金 型 の 調 達 を 自 ら 行 う こ と が 多

く、プレス業者自ら金型製造部門を持ち内製するケー

スや、金型専業者に外注するケースがある。 
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大阪の地位 

大阪府内の金属プレス製品製造業者は、弱電向けや

各種産業機械向け、建築金物向けが多く、中部や関東

地域で高い割合を占める自動車向けが少ないことが特

徴である。事業所は大阪市内のほか、東大阪市、八尾

市に多く立地している。 

平成 17(2005)年における大阪府の金属プレス製品製

造 業 は 、 事 業 所 数  837、 従 業 者 数 7,299人 、 製 造 品 出

荷額等は  1,100億円（大阪府統計課『平成 17年大阪の

工 業 』 ） で 、 全 国 に 占 め る シ ェ ア は そ れ ぞ れ 、

13.0％、 10.4％、  9.2％である（経済産業省『平成 17

年工業統計表』）。 

受注は拡大傾向   

16年以降、金属プレス製品の国内生産は増加してお

り、海外需要の拡大を受けて輸出が好調な製品や、景

気の回復にともない国内での需要が拡大している製品

向けに受注は拡大基調で推移している。ただ、ユーザ

ーの海外調達姿勢は年々強くなっており、生産ロット

の小さなものを除くと、プレス加工後の組立や塗装な

ど二次加工を含めた取引が中心で、プレス加工単独で

の受注は少ない。その結果、二次加工への対応能力に

よって、業者の受注能力に大きな格差が生じている。 

受注動向を主要需要先別でみると、電気・電子機器

関連では、白物家電向けは生産が中国をはじめとする

アジアへシフトしていることから、国内での受注は少

なくなっている。デジタル関連のデジタルカメラや携

帯電話向けでは、国内向けに新機種の投入が続いてお

り、受注は比較的堅調に推移している。ただ、デジタ

ルカメラや携帯電話向け部品では、製品のライフサイ

クルが短くなっていることから、受注が今年に入って
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か ら は 大 き く 減 少 し て い た 。 6月 以 降 は 大 量 の 受 注 が

数か月間続く見込み、との話もあるなど、短期間のサ

イクルで受注が大きく変動し、受注の波が大きくなっ

ている。しかも、次の機会に受注を確保することがで

きるとは限らず、安定的に受注を確保することが難し

くなっている。 

一方、自動車関連では、国内の新車販売は低調に推

移しているものの、北米向けを中心に自動車の輸出が

活 発 で あ り 、 プ レ ス 部 品 の 受 注 も 高 水 準 で あ る 。 ま

た、自動車メーカーでは、アジアを中心に世界展開の

ための海外生産拠点の拡充が続いており、海外拠点向

けの部品調達が増加していることも需要を押し上げて

いる。 

こうしたなか、ある企業では、従来主力であった釣

具や自転車向けの受注が減少する一方で、自動車のラ

ジエター向け部品や排ガス浄化装置向け部品の受注拡

大によって、全体では増収を確保している。同社の場

合、国内向けは金型を含むプレス部品での受注である

が、海外拠点向けには、金型のみを受注しており、自

動車メーカーの海外拠点の拡充に応じて、海外向けの

金型受注が増えている。 

その他の分野では、アジア向けに輸出が好調な建設

機械向けで、受注が大幅に拡大しており、自動車や医

療機器などで用途が広がっている電子部品向けでも受

注の拡大傾向が続いている。また、マンションや工場

建設の増加によって建築金物に対する受注も堅調であ

る。 

材料価格の高騰から収益は厳しい  

世界的な素材価格の上昇が続いており、材料となる

鉄、ステンレス、アルミなどの調達価格は長期にわた
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って上昇している。受注先から材料支給される場合に

は問題はないが、自ら調達する場合には取引先への納

入価格への転嫁ができないと収益を圧迫することにな

る。特に主要な材料であるステンレス価格は頻繁に値

上 げ さ れ た 結 果 、 価 格 が 前 年 比 で 2倍 に な っ た と の 話

も聞かれるなど大幅に上昇している。自動車関連向け

など比較的受注が好調な分野では材料価格上昇分の転

嫁は進んでいるものの、頻繁な材料価格引き上げに製

品価格が追いつかないケースが多い。また、材料コス

ト上昇分の転嫁に対して、加工単価の引下げによる相

殺を求められることも多く、負担が重くなっている。 

また、単純なプレス加工単独で済むものや生産ロッ

トの大きなものは海外調達の対象となっている。国内

で発注されるものの多くは、小ロットで、プラスチッ

ク成形との組み合わせや組立加工、塗装などの二次加

工が必要なものが多く、そうした手間のかかる加工対

応がコスト増の要因にもなっている。要求精度の高ま

りに応じるための品質保証でも、品質検査に手間が掛

かるようになっている。そのため、受注が拡大傾向に

あるにもかかわらず収益の回復は遅れている。 

新規受注確保に向けた設備投資の動きも  

長期の安定的な取引の確保が難しくなる中で、受注

が好調な分野でも単なる増産のための設備投資の動き

はみられない。ただ、各社とも新たな受注獲得に向け

た姿勢を強くしており、プレス加工のための重要な要

素となる金型の製造能力向上に向け工場を一新する動

きや、受注内容の変化にあわせて、設備更新の際によ

り大型のプレス機を導入する動きがみられた。また、

要求精度が高まるなかで、品質保証のために高精度の

測定機器を導入するケースもあった。 
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営業や技術開発に向けた人材確保の動き 

安定的な受注が見込めないなか、設備投資と同様に

単なる増員のための雇用確保の動きはみられない。た

だ、各社とも新たな取引先の確保に向けた営業力や技

術対応力の強化に取り組んでおり、営業や技術開発に

かかわる人材確保の姿勢を強くしている。しかし、雇

用情勢が回復するなかで求人を行っても応募がなかっ

たり、不況期には可能であった大学卒業者の確保がで

きなくなるなど、優秀な人材の確保は難しくなってい

る。  

受注確保に向けた取組は活発  

国内では、プレス加工単独での受注がほとんどない

なかで、プレス加工後の後処理や他の加工、組立など

を含む受注対応に注力する動きが広がっている。ロッ

トの小さな案件を確実に受注するために、プラスチッ

ク成形、ダイキャスト、組立など多様な加工能力の確

保に努めるケースのほか、カラーバリエーションが豊

富な携帯電話の新機種の受注に向け、プレス後の塗装

を含めて受注し、取引先に代わって複数の塗装業者へ

の外注管理の手間を引き受けるケースがみられた。 

このほか、ユーザー業界の海外も含めたグローバル

調達の流れに沿うため、海外での生産能力の有無が調

達先選定の重要な要素となってきている。このため、

中国内に現地メーカーとの合弁による生産拠点を有す

るドイツのメーカーとの提携によって、直接の海外進

出なしで、海外生産能力を確保し、自動車メーカーか

らの受注を拡大しているケースもみられた。 

 今後の見通し  

輸出が好調な自動車や建設機械向け、製品用途の裾

野が広がっている電子部品向けでは引き続き好調な受
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注が続くものと思われる。一方、金属材料に対する世

界的なニーズの高まりから、引き続き材料コストの上

昇傾向は続くものと見込まれる。 

各社とも、プレス加工単独での受注は困難とみてお

り、プラスチック成形やダイキャスト、組み立ての能

力強化など、受注の間口を広げるための動きや海外生

産能力を強化する動きは続くものと考えられる。 

                 （江頭 寛昭） 

 

 

 金属プレス加工販売額の推移(全国）
　 （単位：百万円、％）

前年比 前年比 前年比
  平成15年 939,538 -0.5 637,380 -0.6 94,575 -16.2
　　　16年 986,441 5.0 690,629 8.4 88,077 -6.9
　　　17年 1,037,435 5.2 770,145 11.5 84,017 -4.6
　　　18年 1,071,593 3.3 777,312 0.9 102,767 22.3
平成18年１～３月 272,868 9.5 195,364 6.6 25,847 39.0
　　　　４～６月 266,817 4.9 189,899 0.1 26,122 22.0
　　　　７～９月 264,491 1.0 192,794 -2.0 25,367 24.3
　　　　10～12月 267,417 -1.6 199,255 -0.5 25,431 7.8
平成19年１～３月 266,882 -2.2 203,400 4.1 20,596 -20.3

資料：経済産業省『鉄鋼・非鉄金属・金属製品統計月報』。

(注）従業者20人以上の金属プレス加工専業事業所。

合計 自動車用 電気・通信用



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /Unknown

  /Description <<
    /FRA <>
    /ENU (Use these settings to create PDF documents with higher image resolution for improved printing quality. The PDF documents can be opened with Acrobat and Reader 5.0 and later.)
    /JPN <FEFF3053306e8a2d5b9a306f30019ad889e350cf5ea6753b50cf3092542b308000200050004400460020658766f830924f5c62103059308b3068304d306b4f7f75283057307e30593002537052376642306e753b8cea3092670059279650306b4fdd306430533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103057305f00200050004400460020658766f8306f0020004100630072006f0062006100740020304a30883073002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d30678868793a3067304d307e30593002>
    /DEU <>
    /PTB <>
    /DAN <>
    /NLD <>
    /ESP <>
    /SUO <>
    /ITA <>
    /NOR <>
    /SVE <>
    /KOR <FEFFd5a5c0c1b41c0020c778c1c40020d488c9c8c7440020c5bbae300020c704d5740020ace0d574c0c1b3c4c7580020c774bbf8c9c0b97c0020c0acc6a9d558c5ec00200050004400460020bb38c11cb97c0020b9ccb4e4b824ba740020c7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c2edc2dcc624002e0020c7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b9ccb4e000200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe7f6e521b5efa76840020005000440046002065876863ff0c5c065305542b66f49ad8768456fe50cf52068fa87387ff0c4ee563d09ad8625353708d2891cf30028be5002000500044004600206587686353ef4ee54f7f752800200020004100630072006f00620061007400204e0e002000520065006100640065007200200035002e00300020548c66f49ad87248672c62535f003002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d5b9a5efa7acb76840020005000440046002065874ef65305542b8f039ad876845f7150cf89e367905ea6ff0c4fbf65bc63d066075217537054c18cea3002005000440046002065874ef653ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000520065006100640065007200200035002e0030002053ca66f465b07248672c4f86958b555f3002>
  >>
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


